
1. iPhone/iPadのWi-Fi 設定
を行います。

 「設定」をタップします。

5. 次にWireless Hi-Res 
Player ～Stellanova～ で
接続します。

 App Store よりWireless 
Hi-Res Player ～Stellanova～ 
をダウンロードしてください。
「Stellanova」で検索するとDL
ページを探すことができます。

6. インストールが完了しましたら、
iOS 画面の「Stellanova」を
タップします。

7. 起動時に自動的にミュージック
ライブラリが読み込まれます。

2. 表示されているネットワークか
ら、本機の底面ラベルに記載さ
れている SSID（WBD-xxx）
をタップします。

3. 本機の底面ラベルに記載されて
いる KEY（数字8桁）を入力
します。

4. Wi-Fiの接続が完了しました。

画面を引き下げるとミュージック
ライブラリが更新されます。

APS-WF202J-LM（ステラノヴァリミテッドワイヤレスユニット）

屋 内 用

各部名称

設置前の準備

1.	ステータス LED
2.	ワイヤレス LED

ネットワーク接続状況や動作モードを表示します。

3.	かんたん接続ボタン
ステーションモード時、かんたん接続するのに押します。

4.	モード切換スイッチ
アクセスポイントモードとステーションモードを切り換えます。

5.	USBコネクター
USB 機器と接続します。

6.	DC電源コネクター
7.	電源オン /オフボタン

電源オンと電源オフを切り換えます。
またイルミネーションの輝度を切り換えます。

起動時間について
AC アダプターをコンセントに差し込んだ状態で、電源ボタンを押
して、本機の電源オン後、使用できる状態になるまでおよそ 20
秒間かかります。

ACアダプターについて
しばらく使用しない場合は、AC アダプターをコンセントから抜い
てください。

電源オン/オフとイルミネーション切り換えについて
AC アダプターをコンセントに差し込み、電源ボタンを押すと電源
がオンになります。もう一度、電源ボタンを押すと電源がオフに
なります。電源オン状態で電源ボタンを 2 秒程度押し続けるとイ
ルミネーションの輝度が変えられます。高輝度→低輝度→消灯→
高輝度と変化します。

ステータス
LED

ワイヤレス
LED 状態

橙 橙 電源 ON 後に一瞬両方の LED が点灯します。
橙点滅 橙点滅 ネットワークに接続していません。
緑点滅 緑点滅 かんたん接続で接続しています。

橙 橙 2.4 GHzで無線LANルーターに接続しています。
緑 橙 5 GHzで無線LANルーターに接続しています。
— 赤点滅 かんたん接続に失敗しました。

●● ステーションモード時

ステータス
LED

ワイヤレス
LED 状態

橙 橙 電源 ON 後に一瞬両方の LED が点灯します。
橙 緑 2.4 GHz のアクセスポイントとして動作中です。
緑 緑 5 GHz のアクセスポイントとして動作中です。

●● アクセスポイントモード時

その他のUSB機器と接続する3

APS-DA201J-LMと組み合わせて設置する1

APS-DA201J-LMと接続する2

Windows 8.1 の場合
1.	デスクトップのネットワークアイコンをクリックします。

2.	本機の底面ラベルに記載されているSSID（WBD-xxx）
を選んでダブルクリックします。

[ 自動的に接続する ]にチェックを
入れておくと、次回からの接続が
簡単にできるようになります。

3.	ラベルに記載されているKEYを入力→ [次へ ]をクリッ
クします。

4.	[PCの共有をONにしてこのネットワークのデバイスに
接続しますか ]と表示されたら、[はい、共有をONにし
てデバイスに接続します ]をクリックします。

5.	接続が完了しました。
接続できた場合でも [ 制限あり ] と表示されることがあります。
本機に接続した場合、本機を親機としたネットワークではインター
ネットが閲覧できないため、このような表示になりますが、接続に
支障はありません。

Windows 10の場合
1.	通知領域のWi‑Fi network アイコンをクリックします。

2.	本機の底面ラベルに記載されているSSID（WBD-xxx）
を選んでクリックします。

[ 自動的に接続する ]にチェックを
入れておくと、次回からの接続が
簡単にできるようになります。

3.	ラベルに記載されているKEY を入力→ [ 次へ ] をクリッ
クします。

4.	[ このネットワーク上の他のPCやデバイスが、このPC
を検出できるようにしますか？ ]と表示されたら [はい ]
をクリックします。

5.	接続が完了しました。
接続できた場合でも [ インターネットなし ] と表示されることがあ
ります。本機に接続した場合、本機を親機としたネットワークでは
インターネットが閲覧できないため、このような表示になりますが、
接続に支障はありません。
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1.	「設定」をタップします。
ワイヤレスユニットが自動的に接続されます。

2.	通信チャネルを変更する場合は、Wireless Dock をタッ
プします。
画面の をタップします。

3.	Web 画面で設定の変更が可能です。

•	 ユーザーとパスワードの入力については、下記 Windows/Mac の
場合を参考にして下さい。

1.	コンピューターでPioneerWirelessConnect を立ち上
げます。

2.	USBデバイス表示部分を選択して右クリック→ [プロパ
ティ ]をクリック、またはUSBデバイス表示部分を選
択し、ｉマークをクリックします。

USBデバイス表示部分

i マーク
（プロパティ表示ボタン）

3.	[ 設定ページを開く ]をクリックします。

4.	[ ▼アクセスポイント設定 ]→ [ 無線 LAN] をクリック
します。

5.	ユーザーに [root] と半角小文字で入力→ [OK] をクリッ
クします。
パスワードは空白のままにしてください。

iPhone/iPad、Android™端末の場合

Windows/Macの場合

Windows/Macの場合

本機の USB 端子は、USB2.0 対応で、各種 USB デバイスが接続できます。さらに、以下の特徴があります。

1.	接続アプリケーションを選択します。
コンピューターによっては、「不明なプログラムにこのコンピューターへの変更を許可しますか？」と表示されます。
その場合、「はい（Y）」を選択してください。

[Japanese] を選択して [NEXT] [ 次へ ] を選択 [ 次へ ] を選択内容を読んで [はい ] を選択

[ 次へ ] を選択 [ 開始 ] を選択

セットアップが完了しました。
アンインストールする場合は、[コントロールパネル ]→
[ プログラムと機能 ]より行ってください。
アンインストールする場合は、すべてのアプリケーショ
ンを終了させてから行ってください。

お使いのコンピューターのデスクトップにある
[PioneerWirelessConnect] をダブルクリックすると、ワ
イヤレス接続アプリケーションが立ち上がります。
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USBケーブル※

※APS-DA201J-LM付属のUSB2.0準拠のシールドケーブルをお使いください。

AUTO  OFF端子（右から2番目）
への接続を推奨

本機ワイヤレスユニットと USB ケーブルで接続するだけで、次のような USB 機器がワイヤレスで使用できます。
●● すべての USB 機器との接続動作を保証するわけではありません。
●● 次の USB 機器であってもすべての製品の動作を保証するわけではありません。
●● 動作確認済み機器については、Stellanova ワイヤレスユニット「APS-WF02J シリーズ」、「APS-WF202J-LM」USB 機器 動作確認一覧
（https://jpn.pioneer/ja/support/connect/stellanova/）をご確認ください。

光学ドライブ
USBメモリ

USBスピーカーHDD

※USB2.0準拠のシールドケーブルをお使いください。

 メモ

•	 動作確認済みのパイオニアブルーレイドライブは、高速ドライバーを適用することで、高速動作が可能です。それ以外のドライブでもワイヤ
レスユニットに接続できますが、高速ドライバーは機能しません。最新の動作確認済みブルーレイドライブについては、Stellanova ワイヤ
レスユニット「APS-WF02J シリーズ」、「APS-WF202J-LM」USB 機器 動作確認一覧（https://jpn.pioneer/ja/support/connect/
stellanova/）でご確認ください。

USB端子機能説明

ワイヤレスユニットの設置と接続

CHARGE：	 この USB 端子は iPhone/iPad や Android 端末の給電に対応しています。また、ワイヤレスユニットの電源がオン状態ならば、
USB 通信が無い状態でも給電可能なので、USB デバイスへの給電用途に適しています。もちろん通常の USB 端子としてもご使
用可能です。

AUDIO：	 この USB 端子もワイヤレスユニットの電源がオン状態ならば、ホスト PC との USB 通信が無い状態でも電源を供給します。
USB ポータブルヘッドホンアンプ等の AUDIO 機器に適しています。

AUTO OFF：	 この USB 端子は、一定時間４つすべての USB 端子が USB 通信をしていない事を検出すると自動的に USB デバイスへの電源供
給をオフします（オートオフ機能）。オートオフ状態の時に、iPhone/iPad や Android 端末からワイヤレスで音楽を楽しむための
アプリ「Wireless Hi-Res Player ～ Stellanova ～」を起動したり、Windows や Mac の接続アプリ「PioneerWirelessConnect」
にて再検索すると、電源供給を再び開始します。本機 APS-WF202J-LM のオートオフ端子に、USB DAC アンプ APS-
DA201J-LM を接続する事で、APS-DA201J-LM の本体電源ボタンをオン / オフすることなく、iPhone/iPad や Android
端末のアプリ起動に合わせて、電源をオンさせる事ができます。本機能は接続アプリからの詳細設定画面にて機能の Enable/
Disable の切換が可能です。詳しくは、「●無線 LAN 接続の詳細を変更する」（P.6）をご参照ください。

APS-WF202J-LM を下段に設置し、その上に APS-DA201J-LM を置くようにしてください。また、スピーカーやその他の USB 機器を設置する
際は、APS-WF202J-LM の上には置かずに横に置くようにしてください。 無線 LANで接続する（ステーションモード）

無線 LAN ルーターをお持ちの場合、本機をステーションモード（無線 LAN の子機）として使用することができます。
アクセスポイントモードに比べると転送速度は低下します。

1.	ワイヤレスユニット背面にあるスイッチをステーション
モードに入れます。
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2.	ACアダプターをコンセントに差し込んで、電源ボタン
を押して、本機の電源を入れます。
電源が入ると、ステータス LED とワイヤレス LED が橙色に点滅
します。

3.	かんたん接続ボタンを押します。
本機が無線 LAN 親機（無線 LAN ルーター）に認識されます。

ワイヤレスユニット背面
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かんたん接続ボタン

4.	かんたん接続ボタンを3～5秒間押し続けます。
ステータス LED とワイヤレス LED の両方が緑色に点滅します。

5.	無線 LAN親機のボタンを押します。
本機のかんたん接続ボタンを押したあと、無線 LAN 親機のかんた
ん接続に相当するボタン（無線 LAN 親機メーカーにより名称が異
なる場合があります）を押します。約 30 ～ 60 秒後に、ステー
タス LED とワイヤレス LED の両方が橙（2.4 GHz 接続）または
緑と橙（5 GHz 接続）になっていれば、接続完了です。

 メモ

•	 ワイヤレス LED が赤で点滅している場合は、かんたん接続失敗
です。再度、本機と無線 LAN ルーターのかんたん接続ボタンを
押して接続を行ってください。

•	 電波干渉や電波状態により、接続に失敗することがあります。
•	 数回接続を確認しても接続できない場合は、お使いの無線 LAN

ルーターをいったん初期化してから、再度本機と無線 LAN ルー
ターのかんたん接続ボタンを押して接続してください。
無線 LAN ルーターの初期化の方法については、無線 LAN ルー
ターの取扱説明書をご覧ください。

無線 LAN接続を手動で設定する
かんたん接続ボタンを押しても接続できない場合、またはかんた
ん接続ボタンのない無線 LAN ルーターをお使いの場合は、次の
ように操作してください。

1.	本機をアクセスポイントモードに変更して、コンピュー
ターと接続します (P.2）。

2.	コンピューターでPioneerWirelessConnect を立
ち上げます。

3.	Web設定画面を開き、[▼ステーション設定 ]→ [無線
LAN]をクリックします。

4.	ユーザーに [root] と半角小文字で入力→ [OK]をクリック
します。
パスワードは空白のままにしてください。

5.	無線 LANルーターの [SSID]と [KEY]を入力します。
•	［KEY］はお使いのルーターによって、［パスワード］または
［PSK］と記載されている場合があります。

•	 暗号化方式などは、お使いの無線 LAN ルーターのネットワー
ク設定と同じものを選択してください。

SSID を入力

KEYを入力

6.	［設定更新］をクリックします。
設定が完了しました。

7.	本機の電源をオフし、本機背面にあるモード切換スイッチ
をステーションモードに入れます。

8.	電源ボタンを押して、本機電源をオンにします。

•	 アクセスポイントモードとステーションモードの切り換えは本
機電源オン時のみ有効です。モード切換スイッチを変更した場
合は、必ず、電源ボタンを押して電源をオフにし、再度、電源
ボタンを押して電源をオンにしてください。（AC アダプターを
コンセントから抜く必要はありません）

●● Windows の場合
ダウンロードした PioneerWirelessConnect_vxxx.exe をダブルクリックします。

●● Mac の場合
Mac の場合、OS バージョンにより対応が異なります。Stellanova ホームページ（https://pioneer.jp/stellanova/）より最新情報をご確
認ください。

アクセスポイントモードとステーションモードについて
本機は、無線ネットワークにより無線 LAN ルーターや iPhone/iPad、Android 端末およびコンピューターと接続することができます。お使いの
環境により接続方法をお選びください。

●● 電波干渉や他のネットワーク機器の影響もあるので、必ず高速転送できるとは限りません。
●● ワイヤレスユニット、無線 LAN ルーター、コンピューターの距離が近すぎても、通信性能が落ちる場合があります。それぞれの距離を 1 m
くらいにすることで改善することがあります。

アクセスポイントモードでの接続

ステーションモードでの接続1

ステーションモードでの接続2

高速転送

●● iPhone/iPad の場合は、本モードで接続中でもご契約のキャリア回
線によりインターネット接続ができます。

●● Android/Windows/Mac の場合は、本モードで接続中、無線 LAN
インターネット接続ができません。インターネット接続したい場合
は、ブロードバンドルーターなどと有線 LAN 接続するかコンピュー
ターにワイヤレス LAN モジュールを 2 基搭載する必要があります。

●● コンピューターにワイヤレス LAN モジュールを 2 基搭載する場合
は、「トラブルと対策」（P.7）の関連事項をお読みください。

無線 LAN親機

無線 LAN子機
（ステーションモード） 無線 LAN子機

 転送速度は
1/2

WAN3 2 1
LAN

●● 転送速度が 1/2 になります。
●● 無線 LAN ルーターがインターネットに接続されている場合は、無
線 LAN でのインターネット接続が可能です。

無線 LAN親機

無線 LAN子機
（ステーションモード）

有線 LAN接続

 高速転送

WAN3 2 1
LAN

●● 無線 LAN ルーターがインターネット接続されていれば、インター
ネットを使用できます。

●● 電波干渉や他のネットワーク機器の影響もあるので、必ず高速転送
できるとは限りません。

無線 LANで接続する（アクセスポイントモード）
ワイヤレスユニットを無線 LAN の親機として設定し、iPhone/iPad、Android 端末、WindowsPC や Mac と接続します。
無線 LAN ルーターを経由しないので、転送速度が速くなります。

1.	ワイヤレスユニット背面にあるスイッチを	
アクセスポイントモードに入れます。
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2.	ACアダプターをコンセントに差し込んで、電源ボタンを
押して、本機の電源を入れます。
約 20 秒後、ワイヤレス接続できる状態になると、ワイヤレス LED
が緑色に点灯します。ネットワーク接続の方法は、各 OS のバージョ
ンにより異なりますので、各OSでの接続の方法を確認してください。
初期状態では 2.4 GHz に設定されていますので、ステータス LED
は橙色に点灯します。

•	 アクセスポイントモードとステーションモードの切り換えは本機
電源オン時のみ有効です。モード切換スイッチを変更した場合は、
必ず、電源ボタンを押して電源をオフにし、再度、電源ボタンを
押して電源をオンにしてください。（AC アダプターをコンセント
から抜く必要はありません）

Mac の場合、OS バージョンにより対応が異なります。Stellanova ホームページ（https://pioneer.jp/stellanova/）より最新情報をご確
認ください。

Windowsの場合

iPhone/iPadの場合

iPhone/iPad、Android端末の場合

Macの場合

ワイヤレスユニットのWeb設定画面を開く
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 注意
•	 本機は横置き専用です。縦にして使用しないでください。
•	 分解禁止です。修理が必要な場合は、お買い上げの販売店または弊社修理受付窓口にご相談

ください。
•	 本機（ワイヤレスユニット）は、底面部に無線 LAN ユニットを搭載しています。金属テー

ブルの上に直接置くと、電波強度が下がりますので金属テーブルの上でのご使用はお避けく
ださい。

•	 本機（ワイヤレスユニット）の上に USB-DAC アンプ APS-DA201J-LM を置く事は問題
ありませんが、別の製品や BD ドライブを置いたり、また APS-DA201J-LM の上に更に
別の製品や BD ドライブを置いたりしないでください。

•	 本機背面の端子へケーブル類を抜き差しする場合は、トップのアルミプレート等に注意して
抜き差しをするようにお願いします。

 注意
製品の仕様により、本体部のスイッチを操作することで表示部がす
べて消えた状態となり、電源プラグをコンセントから抜いた状態と
変わらなく見える場合がありますが、電源の供給は停止していませ
ん。製品を電源から完全に遮断するためには、電源プラグ（遮断装
置）をコンセントから抜く必要があります。製品はコンセントの近
くで、電源プラグ（遮断装置）に容易に手が届くように設置し、旅
行などで長期間ご使用にならないときは電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。火災の原因となることがあります。

●Stellanova 使い方マニュアル
Pioneer ホームページに「Stellanova 使い方マニュアル」を掲載しました。
https://jpn.pioneer/ja/pcperipherals/stellanova/webmanual/
本セットアップガイドで説明していない使い方なども記載していますので、ご使用の際に参考にしてください。

Wireless Hi-Res Player ～ Stellanova ～（iPhone/iPad、Android 端末用アプリケーション）のインストール
本機で APS-DA201J-LM（USB DAC AMP）をワイヤレスでご使用するためには、本専用アプリケー
ションをインストールする必要があります。

iPhone/iPad 用 Android 用

PioneerWirelessConnect（ネットワーク接続用アプリケーション）のインストール
本機でお持ちの USB デバイスをワイヤレスで使用するためには、Stellanova サポートページより本ネットワーク接続用ア
プリケーションをダウンロードして、コンピューターにインストールする必要があります。
最新版をダウンロードしてください。

Windos 版は、PioneerWirelessConnect_vxxx.exe
Mac 版は、PioneerWirelessConnect_vxxx.dmg

というファイル名です。（xxx はバージョン）

セットアップガイド

このたびは、パイオニア製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。本セットアップガイドは、
本機をネットワーク環境でお使いいただくための手順を説明しています。本機仕様などの説明は、取扱説明書をあ
わせてご覧ください。また、設定を始める前に、必ず取扱説明書の「安全上のご注意」および「電波に関するご注意」
をお読みになったうえで、正しく設定作業を行なってください。

<ORC8349-A>

同梱物を確認する
同梱物として次のものが入っていることを確認してください。

●● ワイヤレスユニット X 1
●● AC アダプター X 1
●● AC コード X 1

●● 取扱説明書（保証書含む） X 1
●● セットアップガイド（本書） X 1

＊	同梱されていない付属品がありましたら、お買い上げの販売店または弊社修理受付窓口にご相談ください。

•	 ワイヤレス対応高速 USB ドライバーとそのインストール方法については、Pioneer ホームページ（https://pioneer.jp/
device/list_wr_fil.html#4）をご確認ください。

Android端末の場合
1. Android端末のWi-Fi 設定
を行います。

 「設定」をタップします。

2. 表示されているネットワークか
ら、本機の底面ラベルに記載さ
れている SSID（WBD-xxx）
をタップします。

3. 本機の底面ラベルに記載されて
いる KEY（数字8桁）を入力
します。

4. Wi-Fiの接続が完了しました。

5. 次にWireless Hi-Res Player 
～Stellanova～ で接続します。

 Google Play でWireless 
Hi-Res Player ～Stellanova～ 
をダウンロードしてください。
「Stellanova」で検索するとDL
ページを探すことができます。

6. インストールが完了しましたら、
Android端末画面の「Hi-Res 
Player」または「Stellanova」
をタップします。

7. 起動時に自動的にミュージック
ライブラリが読み込まれます。

画面を引き下げるとミュー
ジックライブラリが更新さ
れます。



トラブルと対策

本機が正しく起動しない。

•	電源オン / オフボタンを押すとステータス LED とワイヤレス LED が一瞬、橙色に点灯します。点灯しない場合は、
AC アダプターの接続および電源コードが正しく差しこまれているか確認してください。

本機を再起動後または電源オン / オフ後に USB 機器が認識されない。

•	USB デバイスによっては、USB ケーブルの抜き差しをしないと正常に認識をしない場合があります。本機の電源がオ
ンの状態で、USB ケーブルの抜き差しをすると改善することがあります。

本機が正しく動作しない。

•	USB ケーブルだけで接続されていますか？
【対応方法】ワイヤレスユニットとブルーレイドライブを接続する場合 USB ケーブルで接続します。AC アダプターは、
ワイヤレスユニットに接続してください。

コンピューターまたはアプリケーションが本機を正しく認識しない。

•	USB ケーブルおよび AC アダプターが正しく接続されていますか？
【対応方法】ケーブルが確実に接続されているか確認してください。

•	OS が対応していますか？
【対応方法】本機に対応した OS をご使用ください。
対応 OS の最新情報は Stellanova ホームページ（https://pioneer.jp/stellanova/）よりご確認ください。

ワイヤレスユニットと接続したあと、インターネットに接続できない。

•	アクセスポイントモードでワイヤレスユニットに接続しているとき、別のネットワークに接続しないとインターネット
は閲覧できません。別のネットワークに接続できない場合は、ワイヤレスユニットのご使用後、インターネット接続に
切り換える必要があります。

【対応方法】[ ネットワーク接続 ] より SSID を切り換えてください。または、「PioneerWirelessConnect の使いかた」
（P.5）の「かんたん切替を使う」をご覧いただき、設定後に切り換えてください。

アクセスポイントモードで周波数を変更したら、SSID リストに本機の SSID（WBD-xxx）が表
示されない。

•	お使いのコンピューターが５ GHz 帯に対応していない可能性があります。
【対応方法】「すべての設定をお買い上げ時の設定に戻す」（P.5）をご覧になり、初期化してください。

ワイヤレスユニットの 802.11ac 対応状況

•	本機は 802.11ac に対応していません。

USB-DAC で音楽を聴いているときに、SSID リストを表示させると、音楽にノイズが出る。

•	SSID リストを表示するとコンピューターがネットワークスキャン動作を行うため、音声のデータ転送が一時的に中断
するためです。

ワイヤレスユニットとネットワーク接続ができない。

•	アクセスポイントモード時は、SSIDまたはネットワークKEYを間違って設定した可能性があります。ワイヤレスユニッ
トの底面をご確認のうえ、再度設定してみてください。

マルチホーム環境のご注意

•	内蔵無線 LAN の他に USB タイプの無線 LAN を増設しているコンピューター環境の場合、本接続アプリケーションが
複数無線 LAN の環境を制御する必要があります。必ず、無線 LAN 子機をコンピューターに接続してから、本接続アプ
リケーションをインストールするようにしてください。あとで増設する場合は、いったん本接続アプリケーションをア
ンインストールしてから、無線 LAN 子機をコンピューターに接続し、その後再度インストールするようにしてください。

データ記録中または再生中にエラーメッセージが表示されたり、データ記録や再生に失敗したり
する。または、データ記録や再生に非常に時間がかかる。

•	電波干渉を受けている可能性があります。他の無線 LAN 機器が近くにあり、同じ周波数を使用しているようなときは、
チャネル（周波数帯）を変えることで改善する場合があります。

【対応方法】「無線 LAN の設定を変更する（5 GHz 帯を使用）」（P.6）に書かれている  「通信チャネル」の設定を参考に、
2.4 GHz 帯をお使いの場合、現在の設定を 1 ch ～ 6 ch から 7c h ～ 12 ch へ、5 GHz 帯をお使いの場合、現在の
設定を 36 ch ～ 40 ch から 44 ch ～ 48 ch へ変更してください。ステーションモード時はアクセスポイントである
無線 LAN ルーター側の設定を変更する必要があります。変更方法については、お使いの無線 LAN ルーターの取扱説明
書をご覧ください。それでも改善しない場合は、USB 有線接続に変更して、データ記録や再生を行ってください。

ネットワーク KEY を変更したらネットワーク接続できなくなった。

•	WIndows OS が変更前のネットワーク KEY を記憶している場合があります。ネットワーク接続のプロパティでネット
ワーク KEY を変更後の内容に書き換えてください。また、ネットワーク KEY がわからなくなった場合は、本機を初期
化してお買い上げいただいた状態に戻してからご使用ください。

アクセスポイント／ステーションモード切換スイッチが効かない。

•	アクセスポイントモードとステーションモードの切り換えは、電源オンの起動時のみです。電源オフにて、スイッチを
切り換え後、電源をオンしてください。

家族みんなで共有したい。

•	アクセスポイントモード時、ステーションとして 5 台のコンピューターと同時接続が可能です。ただし、本機ワイヤレ
スユニットに接続する機器は USB 機器として認識されるため、同時に複数のコンピューターからはご使用できません。

コンピューターに無線 LAN モジュールが２つあるのに、無線 LAN ルーターに接続している方で
インターネットに接続できない。

•	デフォルトゲートウェイは、初期状態で「192.168.17.10」になっています。1 台のコンピューターでデフォルトゲー
トウェイが 2 つ競合し、インターネットに接続できなくなる場合があります。その場合は、デフォルトゲートウェイを

「192.168.17.10」に戻すことで改善することがあります。

無線 LAN ルーターとかんたん接続ができない。

•	一部の無線 LAN ルーターでかんたん接続の使用に制限があるものがあります。無線 LAN ルーターの電源を入れてから、
無線 LAN ルーターの起動完了後、ワイヤレスユニットの電源を入れ、かんたん接続することで改善する場合があります。

ー 5 ー ー 6 ー ー 7 ー ー 8 ー

無線 LANの設定を変更する（５ GHz帯を使用する）

無線 LAN接続の詳細を変更する

専用機能を変更する

本機では、802.11a/b/g/n がお使いになれます。より高速な通信を行いたい場合、5 GHz 帯での 802.11n をお使いください。
●● 工場出荷時は、2.4 GHz 帯に設定されています。
●● お使いのコンピューターが 5 GHz 帯に対応していない場合は、設定を変更しないでください。
●● 誤って 5 GHz 帯に変更してしまった場合は、「すべての設定をお買い上げ時の設定に戻す」（P.5）をお読みいただき、ワイヤレスユニットの
初期化を行ってください。

通常 2.4 GHz から 5 GHz への変更以外は、設定を変更する必要はありません。
お使いのホームネットワーク環境により、変更が必要な場合は [ ヘルプ ] をご覧ください。

（基本操作は「●無線 LAN の設定を変更する」と同じです。）
•	 USB-DACやUSBスピーカー接続時の音楽再生を安定させるためのオーディオバッ

ファ容量を変更する。（初期値は 500 ms で 200 ms から 2 秒まで設定が可能）
【▼ネットワーク設定】→【基本】をクリック、【オーディオバッファ量（msec）】
に 200 ～ 2000 を入力→【設定更新】をクリック→【OK】をクリック。

•	 オーディオバッファ機能を無効にする。
【▼ネットワーク設定】→【基本】をクリック、【オーディオバッファ】を Disable
に変更→【設定更新】をクリック→【OK】をクリック。

•	 自動切断機能を無効にする。（初期値は有効（Enable））
【▼ネットワーク設定】→【基本】をクリック、【自動切断】を Disable に変更→【設
定更新】をクリック→【OK】をクリック。

（本機能は PioneerWirelessConnect と USB デバイスを接続したまま、コンピュー
ターの電源をオフしたりした場合に、自動的に USB デバイスとの接続を切断し、他の
コンピューターからの接続を有効にする機能です。）

•	 接続している USB 機器すべてを一定時間使用していない時に USB 機器に供給す
る電源をオフするまでの時間を設定する。（初期値は 3 分で 3 分から 60 分まで設
定が可能）

【▼ネットワーク設定】→【基本】をクリック、【省電力モード移行時間（min）】に
3 ～ 60 を入力→【設定更新】をクリック→【OK】をクリック。

•	 省電力機能を無効にする。
【▼ネットワーク設定】→【基本】をクリック、【省電力モード】を Disable に変更→【設
定更新】をクリック→【OK】をクリック。

1.	コンピューターでPioneerWirelessConnect を立ち上
げます。

2.	USBデバイス表示部分を選択して右クリック→ [プロパ
ティ ]をクリック、またはUSBデバイス表示部分を選択
し、ｉマークをクリックします。

USBデバイス表示部分

i マーク
（プロパティ表示ボタン）

3.	[ 設定ページを開く ]をクリックします。

4.	[ ▼アクセスポイント設定 ]→ [ 無線 LAN] をクリックし
ます。

5.	ユーザーに [root] と半角小文字で入力→ [OK] をクリッ
クします。
パスワードは空白のままにしてください。

6.	[ 通信チャネル ]に変更チャネルを入力→ [設定更新 ]を
クリックします。
通信チャネルには [48] を入力することをお勧めします。

通信チャネルは
1 ch～13 chまでが2.4 GHz帯、
36 ch～48 chまでが5 GHz帯
です。

7.	[OK] をクリックします。

 メモ

•	 再起動後は周波数が変わっていますので、Web 画面での接続が
できなくなります。再度アクセスポイントモードでの接続設定
を行ってください。接続すると 5 GHz 帯域の通信を行えるよう
になります。

1.	コンピューターでPioneerWirelessConnect を立ち上
げます。

2.	変更したい項目を選択します。

 

変更項目の選択

ヘルプ

変更可能な項目は次のとおりです。
•	 SSID

他の機器と重複した場合、変更できます。
•	 共有キー

ワイヤレスユニット底面ラベルに記載されている KEY を変更できま
す。

•	 IP アドレス
他の機器と重複した場合、変更できます。

•	 デフォルトゲートウェイ
無線 LAN ルーターと競合して、インターネットに接続できなく
なった場合、[0.0.0.0] に変更してください。

•	 DNS サーバー
[0.0.0.0] でお使いください。

•	 ステーション設定
通常、かんたん接続により自動的に設定されますが、手動で設
定する場合のみ変更してください。

意外な操作ミスが故障と思われがちです。故障かな？と思ったら症状に合わせて下の項目をチェックしてください。なお、
下記の処置を行っても異常が直らない場合は、お買い上げの販売店またはカスタマーサポートセンターにご相談ください。
また、アプリケーションソフトで起きるトラブルについては、アプリケーションソフトメーカーの相談窓口にご相談くだ
さい。

携帯端末への給電が切れる。

•	４つの USB 端子のうち中央の２つの「AUTO OFF」端子は、USB 機器と通信しない場合、USB デバイスへの電
源供給をオフするオートオフ機能を備えています。常時給電をする場合は、「AUDIO」もしくは「CHARGE」端子
をご使用ください。※定格は 1A ですので、ご注意ください。

ブルーレイドライブで動画再生中に絵がカクカクすることがある。

•	電波干渉を受けている可能性があります。他の無線 LAN 機器が近くにあり、同じ周波数を使用しているようなときは、
チャネル（周波数帯）を変えることで改善する場合があります。

【対応方法】「無線 LAN の設定を変更する（５ GHz 帯を使用する）」（P.6）に書かれている [ 通信チャネル ] の設定
を参考に、2.4 GHz 帯を使用の場合、現在の設定を 1 ch ～ 6 ch → 7 ch ～ 12 ch へ、5 GHz 帯を使用の場合、
現在の設定を 36 ch ～ 40 ch → 44 ch ～ 48 ch へ変更してみてください。（ステーションモード時はアクセスポ
イントである無線 LAN ルーター側の設定を変える必要があります。変更方法は、無線 LAN ルーターの取扱説明書
をご覧ください。）

•	一部常駐アプリケーションには、アクセスポイントを定期的に検索するような機能を持ったものがあります。その機
能が優先されていると、本機との接続を一時的に中断するため、絵がカクカクすることがあります。影響を与えてい
るアプリケーションを終了させると改善する場合があります。

•	ブルーレイ 3D ディスク、Ultra HD Blu-ray ディスクの再生は、データ転送量が非常に多くなるため、USB 有線接
続で視聴してください。

•	本機は、アクセスポイントモードとステーションモードの両方の機能を持っています。ステーションモード（本機と
無線 LAN ルーターとを接続することにより、同じネットワークのコンピューターで本機を使用する環境）をお使い
の場合は、最大転送速度がアクセスポイントモード（本機とコンピューターを直接接続して使用する環境）の場合の
1/2 になります。ブルーレイディスクを再生する場合は、アクセスポイントモードをご使用ください。

•	ブルーレイディスク（2D）の最大データ転送量は 54 Mbps です。無線 LAN アダプターの仕様としては、最大
300 Mbps の 802.11 a/n MIMO（2 x 2）をご使用ください。内蔵無線 LAN モジュールの性能によりブルーレ
イディスクの動画再生が安定しない場合は、300 Mbps 規格の USB タイプの無線 LAN モジュールをご使用いただ
くことにより、安定した動画の再生ができる場合があります。

•	コンピューター、無線 LAN ルーター、ワイヤレスユニットの距離が近すぎて通信性能が落ちる場合があります。距
離を 1 m くらいにすることで改善することがあります。

•	2.4 GHz 帯は、無線 LAN 関連機器以外にもいろいろな機器で使用されており、電波干渉を受ける可能性があります。
また、電子レンジなどの機器からの影響により電波障害が発生することがあります。2.4 GHz 帯をご使用の場合は、
5 GHz 帯のチャネルに変更することで改善することがあります。

ブルーレイディスクを視聴しているときに、SSID リストを表示させると、動画がカクカクする。

•	SSID リスト（ネットワークのアクセスポイント接続先一覧のことです。コンピューター画面右下のショートカット
アイコンやネットワーク接続により表示されます）を表示するとコンピューターがネットワークスキャン動作を行う
ため、動画のデータ転送が一時的に中断するためです。

BD Live を利用したいのですが、ワイヤレスユニットに接続していると、利用できない。

•	BD Live を利用する場合は、インターネットに接続した無線 LAN ルーターをアクセスポイントとして、ステーショ
ンモードでお使いいただくか、またはコンピューターで複数のネットワークを同時に使用する環境が必要です。動作
に問題がある場合は、USB 有線接続でご使用ください。

コンピューターから AC アダプターを外すと、動画がカクカクする。

•	お使いのコンピューターの省電力機能により、コンピューターのパフォーマンスが下がっている可能性があります。
[ コントロールパネル ] → [ 電源の設定 ] でバッテリー駆動時のパフォーマンスを下げないよう設定してください。設
定してもスムーズにならない場合は、お使いのコンピューターの仕様により、バッテリー駆動時の省電力機能を外せ
ない場合があります。コンピューターの取扱説明書をご覧ください。動作改善しない場合は、コンピューターに AC
アダプターを接続してお使いください。

ワイヤレスユニットとはネットワーク接続できているのに、ブルーレイドライブが認識できない。

•	ウィルス対策ソフトとの相性が悪いことがあります。ウィルス対策ソフトを最新にアップデートすると改善する場合
があります。

•	ウィルス対策ソフトの中には「ファイヤーウォール」の設定により、ネットワーク機器を認識させない場合があります。
強度設定を変更することにより認識する場合があります。また、ワイヤレスブルーレイドライブを「公共」「パブリッ
ク」のネットワークにしていると認識しない場合があります。「ホーム」「プライベート」にすることで認識する場合
があります。

•	コンピューター起動後は、PioneerWirelessConnect でコンピューターとワイヤレスユニットに接続しているブ
ルーレイドライブを接続する必要があります。P.5 の「PioneerWirelessConnect の使いかた」をご覧いただき、
ブルーレイドライブを接続してください。

本機とブルーレイドライブ以外の USB 機器を接続したい。

•	一般的な USB デバイスなら認識し使用することができます。ただし、使用する場合の定格は 1 A です。定格を守る
ようにしてください。

•	USB 接続のスピーカーをお使いの場合、ノイズが出たり音が出なかったりすることがあります。その場合は、コン
ピューターに直接接続してお使いください。

•	USB ハブを経由して本機に USB 機器を接続することもできますが、USB ハブ経由の接続については動作保証およ
び動作検証しておりません。USB ハブのバスパワー供給能力が足りない場合もありますし、本機が認識できない場
合もあります。

PioneerWirelessConnect の使いかた

かんたん切替の使いかた

1.	PioneerWirelessConnect を立ち上げます。
お使いのコンピューターのタスクバーの通知領域にある
PioneerWirelessConnect のアイコンをクリックします。

2.	APS-DA201J-LMの接続を確認します。
APS-DA201J-LM は、PioneerWirelessConnect 上では「Stellanova 
USB DAC Amplifier」または「APS-DA101」と表示されます。
これが接続されていることを確認します。表示されていない場合
は「更新ボタン」をクリックしてください。それでも表示されな
い場合は、ネットワーク接続に問題がないか確認してください。

ダブルクリック

更新ボタン

3.	[ 接続可能です ]の表示が消え、[あなたが使用中です ]
の表示が出れば接続完了です。
接続が完了しました。
[ あなたが使用中です ] の表示が出れば接続完了です。

ダブルクリックで切断できます。
ダブルクリックにより、接続／
切断を切り換えられます。

 メモ
•	 接続した USB デバイスが切断される場合は、通信チャネルの変

更を行うと安定することがあります。通信チャネルの変更につ
いては、「無線 LAN の設定を変更する（5 GHz 帯を使用する）」

（P.6）をご覧ください。
•	 手順 2 で、USB デバイスをダブルクリックし、USB デバイスと

の接続に時間がかかる場合は、一度、ダブルクリックにて切断し、
再度、ダブルクリックして接続をお試しください。

1.	無線LANルーターに接続した状態で設定ボタンをクリッ
クします。
設定ウィンドウが開きます。

接続先が無線 LANルーター
になっている

2.	[ このネットワーク接続に対してかんたん切替を使う ]に
チェックを入れ、ワイヤレスユニットのSSIDをクリッ
クします。

ワイヤレスユニットのSSID

3.	接続ボタンをクリックします。
登録したネットワークへの接続を開始します。
ネットワークが切り換わり、本機が表示されます。

接続ボタン

4.	ネットワークを元の状態に戻すには解除ボタンを押して
ください。
解除ボタン

 メモ
•	 お使いの無線 LAN ルーターやネットワーク接続アプリケーショ

ンによっては、切り換えがうまくできないことがあります。そ
の場合は、[ ネットワークの設定 ] より手動でアクセスポイント
を切り換えてください。

Windowsの場合
PioneerWirelessConnect を使って、コンピューターとワイヤレスユニットを接続する
無線 LAN の接続が完了したら、お手持ちのコンピューターで PioneerWirelessConnect の設定をします。

Mac の場合、OS バージョンにより対応が異なります。Stellanova ホームページ（https://pioneer.jp/stellanova/）より最新情報をご確
認ください。

Macの場合

かんたん切替を使う（アクセスポイントモードのみ） 
かんたん切替を使うと、ネットワークの切り換えを簡単に行うことができます。

すべての設定をお買い上げ時の設定に戻す

設定をお買い上げ時の状態に戻す場合は、次のように操作してください。
モード切換スイッチは、初期状態ではアクセスポイントモード側です。アクセスポイントモード側にスイッチを切り換えてください。

1.	ACアダプターをコンセントに差し込み、本機のかんたん接続ボタンを押しながら電源ボタンを押して、本機の電源を
入れます。

 注意
•	 初期化中に途中で電源を切らないでください。操作を誤った場合は、AC アダプターをいったんコンセントから抜き、手順 1 から操作を

し直してください。

2.	本機の電源が入り、ワイヤレスLEDが赤色に点灯したら（2秒～3秒かかります）、かんたん接続ボタンから指を放します。
約 20 秒後、正常に初期化が完了すると、ワイヤレス接続が可能な状態となり、ワイヤレス LED が緑色に点灯します。また、初期状態では 
2.4 GHz に設定されているので、ステータス LED は橙色に点灯します。

3.	初期化が完了しました。

ワイヤレスユニットのファームウェアをアップデートする

 注意
•	 ファームウェアのアップデート中は、絶対に電源を切らないでく

ださい。ワイヤレスユニットが起動できなくなることがあります。

1.	Stellanova ホームページ	
（https://pioneer.jp/stellanova/）から最新のファー
ムウェアをコンピューターにダウンロードします。

2.	コンピューターでPioneerWirelessConnect を立ち上
げます。

3.	ワイヤレスユニットのWeb設定画面を開きます。
「ワイヤレスユニットの Web 設定画面を開く」（P.4）をご参照く
ださい。

4.	[ ▼メンテナンス情報 ]→ [ ファーム　アップデート ]を
クリックします。

5.	ユーザーに [root] と半角小文字で入力→ [OK] をクリッ
クします。
パスワードは空白のままにしてください。

6.	[ 新しいファームウェア ]→ [ 参照 ]をクリックして、ダ
ウンロードしたファームウェアを選択します。

7.	[ アップデート ]をクリックします。
正常に終了すれば、アップデートの完了です。

2021

Windows PC/Macの場合

iPhone/iPad、Android端末の場合

AC アダプターの AC 100 V 入力には、厳密にはアダプターの筐体 GND 側の端子
（接地）と、電力供給側の端子（LIVE）があります。これらの接続を変えることで音質
が変わることがあります。
AC アダプターの構造は、右に示すようになっています。設置の際に参考にしてくだ
さい。

ACアダプター本体をAC100 V 入力
コネクタ側から見た図

LIVE 側端子 ラベル貼り付け面

ACアダプターの極性

1.	画面右下の「その他」ボタンをタップします。

2.	「設定」画面の「ワイヤレスユニット」
の下の部分をタップします。

3.	「AP簡単チャネル切替」をタップし
ます。

4.	「5GHz①」または「5GHz②」をタッ
プします。


